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まちの顔
住んでよかった 住み続けたいまちをめざして
～住民の絆を大切に 元気で輝き誇れる“いちかわ”～
●市川町

市町自慢リレー

日本の田舎「可能性の宝庫」を尋ねて
「あるようでない…」「近くて遠い…」市場競争に挑む…
●新温泉町

歴史街道を行く
幕末から明治へ新時代を拓いた傑物達 
●三田市

ローカルレポート
●西宮市／第20回西宮酒ぐらルネサンスと食フェア
●川西市／「黒川ダリヤ園」オープン
　　　　　９月９日から１１月６日まで。里山に咲く約４５０種１，２００株のダリア
●三田市／秋本番！！さんだ秋の観光と味覚まつり
●明石市／子どもに寄り添う支援をさらに充実
●加西市／～加西を楽しむ44の体験交流プログラム～
　　　　　「かさいまちあそび2016・秋」開催します！
●赤穂市／ル・ポン国際音楽祭 2016赤穂・姫路開催
　　　　　10月8日（土）～17日（月）
●養父市／国家戦略特区で企業の農業参入が本格化へ
●香美町／秋の味覚を堪能しよう！　第８回香住ガニまつり
●丹波市／丹の里・丹波市「秋の味覚フェア」開催！

県民局だより
東播磨県民局

専門家執筆
日本の自殺対策の現状と課題について②
●関西学院大学法学部・大学院法学研究科教授　吉田 悦教

地方自治スタディ
平成28年普通交付税の市町別交付決定額等について

行政インフォメーション
●進めよう「住まいの耐震化」
●２０１６（第２３回）但馬“牛まつり”のお知らせ
●平成２８年度「近畿府県不正軽油追放強調月間」（１０月）の実施について
●フェニックス共済と地震保険の「併せて加入」を
●「平成２８年度臨時福祉給付金」及び
　「障害・遺族年金受給者向け給付金」のお知らせ
●今年のオータムジャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて５億円！

県内施設訪問
西播磨総合リハビリテーションセンター

読者とＴＡＬＫ

行ってみたい！食べてみたい！
●2016年バウムクーヘントゥルム
ぷらっと立ち寄り情報
●神戸市立須磨海浜水族園
●六甲ミーツ・アート 芸術散歩2016

秋になると一面白金色になる「上山高
原」。標高約900ｍにあるこの「上山高
原」を舞台に10月15～17日の3日間
「第11回全国草原サミット・シンポジウ
ムin上山高原」を開催します。
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裏表紙

【表紙写真】

ススキが白金色に輝く
秋の上山高原（新温泉町）

C O N T E N T S

　市川町は兵庫県のほぼ中央に位置し、総面
積８２．６７㎢、人口約１２，７００人のまちです。町
の中央を清流市川が流れ、北東部には別名
「播磨富士」で知られる笠形山がそびえ、山麓
には長い歴史を伝える笠形神社や笠形寺など
があり、１年を通して県内外から多くのハイカ
ーが訪れています。
　また４００年以上の歴史のある兵庫県指定無
形民俗文化財「甘地の獅子舞」など、市川町に
は豊かな自然と伝統文化が息づいています。
■ふるさと市川応援寄附金
　市川町では、「ふるさと市川応援寄附金事業」
として、市川町にご寄附いただいた町外の方
に、感謝の気持ちとして、市川町の特産品を進
呈しています。
　進呈する特産品には、市川町の豊かな自然で
育てたお米をはじめ、牛肉、卵などの食品から、
アイスクリーム、クッキー、カステラなどスイー
ツもそろえています。
　また、市川町は国産ゴルフアイアン発祥の地
としても知られ、軟鉄鍛造のアイアンからパタ
ーまで、職人の技術が詰まった特産品もそろえ
ています。
　この事業を通じて、市川町の特産品をＰＲする
とともに、農業、地場産業の活性化につなげて
いきます。
■自分たちのまちは自分たちで守る
　近年、全国各地で自然災害が起こっており、
市川町でもいつ大規模災害が起きてもおかし

くない状況です。
　そのため、市川町では災害発生時にスムー
ズな情報提供ができるよう防災無線を整備
し、各家庭に個別受信機を設置しています。
　また、大規模災害が起きたとき行政ができ
る「公助」にも限界があることから、大規模災
害時の被害を少なくするため、地域コミュニ
ティの「自助」「共助」が重要になります。
　そこで、「住みよい安全安心な活気あるまち
づくり」のため、市川町でも５年前から地域ご
とに防災訓練を実施しています。
　自治会においても、自主防災組織を立ち上
げ、地元の消防団等と協力して、積極的に防
災訓練を実施しています。　
　今後も、住民の方が安全に安心して暮らせ
るよう、普段から地域の人とのふれあいや防
災を意識したコミュニティ活動の強化を図り、
災害に強いまちづくりを進めていきます。
■子育て世代にやさしいまちをめざして
　市川町でも、少子高齢化が進み毎年人口が
減少しています。その人口減少に歯止めをか
けるため、子どもを育てやすい環境をつくり子
育て世代を応援するため、次の事業に取り組
んでいます。
●学童保育
　両親の共働きなどにより、小学校から帰宅
しても誰もいない留守家庭の子どものため、
町内２箇所の学童保育を開設しています。
●一時保育

　保護者の疾病や冠婚葬祭など、一時的に家
庭で保育できないときに、ご利用の３日前まで
に各保育所に申請をすれば、月に１０回を限度
として利用することができます。
●乳幼児及びこども医療費の助成
　子どもが医療機関にかかったとき、保険診療
での医療費の自己負担分を助成しています。
市川町に住民登録してあり、健康保険に加入し
ている中学校３年生までの人が対象となりま
す。（所得制限なし。生活保護受給者は対象外）
●多子世帯保育料軽減措置事業
　多子世帯において、子どもを産み育てる環
境づくりを推進するため「保育所」「幼稚園」在
所や兄妹姉妹の年齢に関係なく、保育料が軽
減されます。
・第１子：全額　・第２子：半額
・第３子以降：無料
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甘地獅子舞

笠形神社 ICHIKAWA アイアン住民との防災訓練

市川町上空から

ハート形のまち
市川町

2 | 1H28.9月号


